
成美保育園

令和7年度 4 歳児クラス No.1 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
・子どもたちが発見した植物や虫に実際に触れてみて、自分たちで疑問や発見をすることが、探究心を

育てる上で大切だと思った。保育者は必要以上に干渉せず、求められたら応じるように見守り、子ども

たちが自然の中でのびのびと過ごせるようサポートしていきたい。

・身近で幼虫から成虫に変化する様子を時間をかけて見たりお世話する経験を通して、小さい生き物に

対する優しさや愛着、好奇心など様々な感情を持ち、慈しむ心を養うきっかけになったと思う。

4月～5月

・公園で虫や植物を探して触れる。

・採取したてんとう虫の幼虫を、保育室で育て観察する。

・園児が採取したダンゴムシを、保育室で育て観察する。

[素材・道具]

 図鑑、ビニール袋、飼育容器、霧吹き

[環境設定]

・1人1人の探究心を尊重し、見守る姿勢や共感する言葉がけを心がける。

 ・公園や散歩の時に図鑑を持って行き、疑問に思ったことをすぐに調べられるよう

にする。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・春は公園には草花が沢山あり、タンポポの綿毛を飛ば

したり花を摘んで楽しんでいた。白つめ草で保育者が花

冠を作ると、喜んでかぶりたがっていた。木のウロを見

つけると、「オバケが住んでるんじゃない？」「リス

じゃない？」と穴について考察したり、自分が採取した

草やカラスのエンドウなどを隠していた。

・てんとう虫の幼虫を発見し、みんな喜んで採取してい

た。何を食べるかや育て方を図鑑やインターネットで調

べ、公園で餌を探している。「この葉っぱは食べるか

な？」「アブラ虫ついてる？」など子どもたちと保育者

で会話しながら行う。その中で幼虫と成虫の餌の量が違

うことに気づき、育った時のためにたくさん用意してい

る姿も見られた。園内では成虫になっているか毎日見

て、なっているものはみんなで触れあった後逃がし、抜

け殻を観察した。空を飛んでく様子を見て嬉しそうに歓

声をあげていた。触るのが苦手な子もいたが、興味はあ

るようで恐る恐る手を伸ばしていた。てんとう虫の観察

画では色や点が何個あったか会話しながら描いていた。

・ダンゴムシは脱皮した皮を観察したり、朝霧吹きで水

をあげたり、枯れ葉を拾って住まいを整えてあげてい

た。

自然(虫・植物)

・日常から虫や植物に興味・関心があり、身近にあるものだった。

・見た目や名前、状態の変化に疑問を感じたり、自ら気づくことで理解を深めるよ

うにし、より探究的に自然と関わる機会をつくりたいと考えた。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

・虫や植物を探し、触れる。

・見つけた虫や花を友だち同士で見せ合ったり、図鑑で名前や育て方を調べたりす

る。

・採取した虫を観察し、絵に描いて記録する。



成美保育園

令和7年度 4 歳児クラス No.2 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
・栽培について、野菜の種類や育ちなどを事前に学ぶ。

・実際に畑に行き、苗を植えたり収穫する。

・成⾧の過程を学ぶ。

・その日の様子を絵に描いて記録する。

・ジャガイモの大きさや形に驚き喜んでいたり、日々小松菜・にんじんの成⾧を確認してい

る姿から、自然や食べ物に関する強い興味が育っていることに気づいた。

・土を掘る時の全身を使った動作や、苗を植える時の穴の深さなど手先の調整力や力加減が

身についてきている。

・大きな芋が取れた時は、喜びを保育者や友だちに伝え共有しようとする姿から、感情表現

やコミュニケーション力の成⾧を感じられた。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

[さつまいもの苗植え]

農業園の方に苗の成⾧の様子やどんな種類のさつま

いもがあり、今から植える苗はどのさつまいもか、

写真を使って説明を受ける。こどもたちは静かに耳

を傾けていた。苗をもらい穴に植えて、スコップで

土をかけた後じょうろで水をあげた。沢山の工程が

あったが、どの子も集中して行っていた。

[ジャガイモ掘り]

農園の方から掘る場所ややり方を聞き、自分でどん

どん意欲的に掘り進めていた。土を掘るのに力が

いったが、自分で頑張ってたり保育者に協力しても

らったりしながら掘り進めていた。大きな芋が出て

くると歓声をあげ、友だちと見せ合い喜んでいた。

バスまで自分たちで持っていったが、重いと言いな

がらも沢山掘れたことを実感し笑顔を見せていた。

[小松菜・にんじんのヘタの水耕栽培]

毎日水を変えている中で成⾧を感じ「どこまで伸び

るのかなー」「この後どうなるのかな？」など子ど

もたちが疑問を感じながら観察していた。伸びた後

は味噌汁に入れてもらい喜んで食べていた。

自然(虫・植物)

・日常から虫や植物に興味・関心があり、身近にあるものだった。

・見た目や名前、状態の変化に疑問を感じたり、自ら気づくことで理解を深めるよ

う、より探究的に自然と関わる機会を作りたいと考えた。

5月～6月

・赤塚植物園農業園へ行き、さつまいもの苗を植える。

・農業体験農園へ行き、ジャガイモの収穫を行う。

・小松菜やにんじんのヘタを水耕栽培し、収穫したものを食べる。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
[素材・道具]

 軍手、ビニール袋、⾧靴、替えの靴下、にんじん・小松菜のヘタ、ペットボトルの容器を

切ったもの

 [環境設定]

・1人1人の探究心を尊重し、見守る姿勢や共感する言葉がけを心がける。

・活動の様子を撮影し、子どもたちと見返したり、保護者へどんなことをしたか見てもらえ

るようにする。



成美保育園

令和7年度 4 歳児クラス No.3 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
・畑へ行きつるをひっぱたり、土を掘ったりしてさつまいもを収穫する。

・成⾧の過程を学ぶ。

自分で植えた苗が大きく実って収穫出来るのは大きな成功体験になった。また、成

⾧の観察や収穫体験を通じて、自然や食べ物の大切さを学べたと思う。収穫したさ

つまいもの大きさ・形・重さを観察し、友だちと比較したり共有したりし楽しい思

い出になったようだ。さつまいもは家に持ち帰り食べることにより、食への関心が

高まり食育にもつながった。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

[さつまいも掘り]

農園の方から掘る場所ややり方の説明を受

け、自分でどんどん意欲的に掘り進めてい

た。さつまいもが見えてくると笑顔にな

り、自分で頑張ったり保育者に協力しても

らったりしながら掘り進めていた。大きな

芋が出てくると歓声をあげ、友だちと見せ

合い喜んでいた。根が深いものは慎重に周

りを掘り、係りの方にスコップを借りたり

しながら根を切らないように進めていた。

友だち同士で協力し合う姿もみられた。収

穫したさつまいもを見せてもらい、その大

きさに驚いていた。持ち帰りのさつまいも

は自分で選んでいる。

自然(虫・植物)

・日常から虫や植物に興味・関心があり、身近にあるものだった。

・見た目や名前、状態の変化に疑問を感じたり、自ら気づくことで理解を深めるよ

う、より探究的に自然と関わる機会を作りたいと考えた。

11月

・赤塚植物園農業園へ行き、さつまいもの収穫を行う。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
[素材・道具]

 軍手、ビニール袋、⾧靴、替えの靴下

 [環境設定]

・1人1人の探究心を尊重し、見守る姿勢や共感する言葉がけを心がける。

・活動の様子を撮影し、子どもたちと見返したり、保護者へどんなことをしたか見

てもらえるようにする。

おおきいね！



成美保育園

令和7年度 4 歳児クラス No.4 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
・図鑑で名前や育て方を調べたりする。

・クワガタを毎日観察する。

・クワガタを怖がらせないように、静かに観察したりなど、生き物を傷つけない関

わり方を学ぶことで、他者への優しさ・共感の心につながっていった。クワガタは

夏に良く見られる生き物だが、冬も冬眠という形で生きているということを知るこ

とが出来、科学的な興味が育まれたと思う。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・クワガタを早く見たくてワクワクしていた。

実際に見てみると「かっこいい！」「（大アゴ

が）ギザギザしてるね！」「大きいね！」など

話していた。カブトムシと勘違いしている子も

いたので、カブトムシとの違いについて話し

合っている。毎日飼育容器を覗いて観察してい

る。

・すぐに観察が出来るよう、目につきやすい廊

下に飼育容器を置いている。子どもたちは通り

がかるたびに飼育容器を覗いていた。冬眠のた

め土にクワガタが潜ってしまうと「クワガタが

いない！」と気にしていた。保育者に冬眠して

いることを教えてもらうと、「へ～！土にいる

んだね」と理解し、土の中をじっと見つめて探

していた。中には、暖かい日が続きクマが冬眠

しないなどニュースでやっているのを観ていた

子もおり、思い出して周りの子に説明している

姿もあった。

写真スペース

※2枚以上

自然(虫・植物)

・日常から虫や植物に興味・関心があり、身近にあるものだった。

・見た目や名前、状態の変化に疑問を感じたり、自ら気づくことで理解を深

めるようにし、より探究的に自然と関わる機会をつくりたいと考えた。

11月～12月

・クワガタを大きな飼育容器にうつして観察する。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
[素材・道具]

 図鑑、飼育容器、霧吹き

[環境設定]

・1人1人の探究心を尊重し、見守る姿勢や共感する言葉がけを心がける。

 ・図鑑などで疑問に思ったことをすぐに調べられるよう にする。



成美保育園

令和7年度 4 歳児クラス No.5 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
・虫や植物を探し、触れる。

・見つけた虫や植物を友だち同士で見せ合ったり、図鑑で名前や育て方を調

べたりする。

・霜柱や氷を踏んだり触ってみたりし、冷たさや感触、音を楽しむ。

・大型モニターで検索した映像を見て思ったことや感じたことを話し合う。

・霜柱は冬の短い時期にしか出会えない自然なので、保育者自身が気付いて発見し、子ども

たちと踏んだり触ったりすることで共有する楽しさが生まれる。また毎年見られる自然現象

でも、子どもにとっては新鮮な経験なので、大人の知識で先回りせず、子どもの目線で一緒

に驚く姿勢の大切さに気付いた。子どもたちは実際に触ってみて溶けてなくなったという変

化を感じ、時間の経過や変化を感じとる感性が育っていることが分かった。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・夏の間は草があっていて行けないような繁み

の間を通って、虫などを探した。木の間の道を

見つけ進んだりし、冬ならではの公園の様子に

大興奮していた。

・霜柱を保育者が見つけ知らせると、知らない

子が殆どだった。保育者が踏んでみせると、真

似して喜んで踏んでいた。「サクサクする

ね！」「パンみたいだね！」など自分が感じた

ことを言葉に出して共有していた。

・実や地面にある葉っぱを見つけると、名前は

何か図鑑で調べていた。虫はなかなか見つから

ず、地面を枝で掘ったり、木の皮の中・ウロを

覗いて探していた。

・子どもたちから興味がある自然のものについ

て意見を出してもらい、その映像を見た。カタ

ツムリや色々な虫についてのクイズ動画を見

て、クイズに答えたり、知っている虫が出てく

ると、「見たことある！」「公園にいた！」

「お母さんと見たよ！」など記憶にある事柄を

自由に発言し楽しんでいた。

自然(虫・植物)

・日常から虫や植物に興味・関心があり、身近にあるものだった。

・見た目や名前、状態の変化に疑問を感じたり、自ら気づくことで理解を深

めるようにし、より探究的に自然と関わる機会をつくりたいと考えた。

1月～3月

・公園で冬ならではの自然（氷・霜柱・虫・植物）を探して触れる。

・電子黒板を使って今まで公園等で見つけた自然を振り返りつつ、子どもたちの興

味のある自然についても意見をもらいながら大きな画面で見て、思ったことや感じ

たことを共有する。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
[素材・道具]

 図鑑・電子黒板(大型モニター)

[環境設定]

・1人1人の探究心を尊重し、見守る姿勢や共感する言葉がけを心がける。

 ・公園や散歩の時に図鑑を持って行き、疑問に思ったことをすぐに調べられるようにする。

・大型モニターで子どもたちの関心があるものについて検索し調べる。

サク

サク

なにかいるかな？


